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は
じ
め
に

　

中
国
に
は
「
新
疆
人
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
狭
義
に
は

テ
ュ
ル
ク
系
民
族
ウ
イ
グ
ル
人
を
指
す
が
、
広
義
に
は
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
出
身
の
、
全
て
の
人
々
を
意
味
す
る
。
本
稿
で
は
、
広
義

の
意
で
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ロ
シ
ア
・
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
・
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
・
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ

キ
ス
タ
ン
・
イ
ン
ド
の
八
カ
国
に
国
境
を
接
し
、
中
国
の
民
族
分
類

で
い
う
「
十
三
の
原
住
民
族
」（
ウ
イ
グ
ル
・
カ
ザ
フ
・
回
・
キ
ル

ギ
ス
・
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ボ
・
タ
ジ
ク
・
満
・
ウ
ズ
ベ
ク
・
ロ
シ
ア
・

ダ
フ
ー
ル
・
タ
タ
ー
ル
・
漢
）
が
、
様
々
な
時
期
に
流
入
し
た
り
流

出
し
て
き
た
複
雑
な
歴
史
を
有
し
て
い〈

１
〉る。

　

中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
降
、「
新
疆
人
」
の
国
外
流
出
に
は
幾

度
か
の
大
き
な
波
が
あ
っ
た
。

　

最
初
は
一
九
四
九
年
。
中
国
共
産
党
が
政
権
を
奪
取
し
た
直
後
の

頃
で
、
中
華
民
国
国
民
政
府
新
疆
省
の
ウ
イ
グ
ル
人
官
僚
や
民
族
資

本
家
、
回
民
ら
が
イ
ン
ド
を
経
て
ト
ル
コ
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
、

政
治
亡
命
し
た
。
サ
ウ
ジ
の
ジ
ッ
ダ
や
メ
デ
ィ
ナ
に
は
、
こ
の
時
期

に
定
住
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
集
落
が
あ
る
。

　

第
二
期
は
一
九
五
八
年
頃
か
ら
一
九
六
二
年
頃
で
、
そ
れ
は
大
躍

進
政
策
と
そ
の
失
敗
が
も
た
ら
し
た
大
飢
餓
の
時
期
と
も
重
な
り
、

経
済
移
民
や
政
治
亡
命
を
求
め
る
ウ
イ
グ
ル
人
、
カ
ザ
フ
人
、
回
民

な
ど
の
民
族
集
団
が
大
勢
国
外
に
移
住
し
た
。
さ
ら
に
中
ソ
関
係
の

悪
化
か
ら
、「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
」
に
関
係
し
た
人
々
も
旧

一
九
六
〇
年
代
初
頭
、新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
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ら 
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ソ
連
に
移
住
し
た
。
現
時
点
に
於
い
て
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら

の
流
出
人
口
は
こ
の
時
代
が
最
も
多
く
、
一
九
六
二
年
に
発
生
し
た

「
伊
塔
事
件
」（
イ
リ
・
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
事
件
）
時
だ
け
で
も
「
六
万

人
を
超
え
る
辺
疆
の
民
が
ソ
連
に
越
境
し
て
い
っ
〉
2
〈

た
」
と
さ
れ
る
。

主
な
定
住
地
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ
ト
イ
と
ジ
ャ
ル
ケ
ン
ト
、

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
フ
ル
ン
ゼ
（
現
在
の
ビ
シ
ュ
ケ
ク
）、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
の
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　

第
三
期
は
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
、
中
央
ア
ジ
ア
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
い
う
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
を

主
体
と
す
る
国
々
が
独
立
建
立
し
た
一
九
九
〇
年
代
で
あ
る
。
中
国

で
は
改
革
開
放
政
策
が
軌
道
に
の
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。
国
を
持
つ

こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
新
疆
や
中
央
ア
ジ
ア
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
中
に

は
、
こ
の
時
期
ウ
イ
グ
ル
人
を
主
体
と
す
る
国
民
国
家
建
設
を
夢
見

て
、
反
中
独
立
運
動
に
身
を
投
ず
る
者
が
現
れ
た
。
し
か
し
、
中
国

政
府
の
武
力
鎮
圧
に
伴
い
、
活
動
家
は
中
央
ア
ジ
ア
や
パ
キ
ス
タ

ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
に
逃
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
中
央

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
各
国
の
主
体
民
族
が
人
口
に
占
め
る
自
ら
の
割

合
を
増
や
す
た
め
、
積
極
的
に
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら
の
同
族

移
民
を
受
け
入
れ
、
カ
ザ
フ
人
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
、
キ
ル
ギ
ス
人

は
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
と
、
合
法
的
移
住
者
も
増
大
し
た
。

　

第
四
期
は
二
〇
〇
九
年
以
降
で
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
と
漢
人
と
の

大
規
模
民
族
対
立
「
ウ
ル
ム
チ
事
件
」
を
き
っ
か
け
に
、
東
南
ア
ジ

ア
を
経
由
し
て
ト
ル
コ
に
逃
れ
る
ウ
イ
グ
ル
人
が
急
増
し
た
。
二
〇

〇
一
年
の
上
海
協
力
機
構
成
立
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
新
疆
か

ら
の
亡
命
希
望
者
を
中
国
へ
強
制
送
還
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

遠
く
と
も
比
較
的
安
全
な
ル
ー
ト
と
し
て
雲
南
や
広
西
か
ら
密
出
国

し
、
テ
ュ
ル
ク
民
族
国
家
の
雄
で
あ
る
ト
ル
コ
を
め
ざ
す
方
法
が
選

択
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
国
共
産
党
は
、
新
疆
で
行
っ
て
い
た

ウ
イ
グ
ル
語
に
よ
る
教
育
を
二
〇
一
〇
年
か
ら
段
階
的
に
放
棄
し
、

二
〇
二
〇
年
に
は
全
教
育
を
漢
語
で
行
う
よ
う
教
育
制
度
を
変
更

し
、
漢
人
へ
の
同
化
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
習
近

平
国
家
主
席
が
「
一
帯
一
路
」
政
策
を
提
唱
し
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア

へ
の
通
り
道
と
な
る
新
疆
に
は
漢
人
流
入
が
増
え
、
再
開
発
の
た
め

の
土
地
接
収
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
民
族
存
亡
の
危
機

を
感
じ
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
多
く
が
、
ト
ル
コ
に
逃
げ
出
し
て
い
っ

た
。
ト
ル
コ
在
住
ウ
イ
グ
ル
人
の
数
は
、
そ
れ
以
前
の
三
倍
に
あ
た

る
約
三
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
二
〇
一
四
年
タ

イ
で
の
一
斉
検
挙
と
二
〇
一
五
年
の
中
国
強
制
送
還
か
ら
、
不
法
出

国
は
現
在
で
は
や
や
下
火
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
全
時
期
を
各
民
族
ご
と
に
検
証
す
る
に
は
、
紙
幅
が
足
り

な
い
。
こ
こ
で
は
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
前
の
時
期
、
つ
ま
り
大
躍

進
政
策
と
そ
の
失
敗
が
顕
著
と
な
っ
た
時
期
（
前
述
の
第
二
期
）
に

的
を
絞
っ
て
、「
新
疆
人
」
の
国
外
流
出
と
他
国
へ
の
定
住
、
定
住

先
で
の
生
活
に
つ
い
て
、
筆
者
が
中
央
ア
ジ
ア
と
ト
ル
コ
で
行
っ
た

調
査
記
録
を
纏
め
て
み
た
い
。
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一
　
一
九
六
二
年
「
伊
塔
事
件
」
と 

中
央
ア
ジ
ア
へ
の
越
境
者
た
ち

　

中
国
領
域
内
に
約
一
千
万
人
ほ
ど
の
人
口
を
有
す
ウ
イ
グ
ル
人

は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
も
少
な
か
ら
ず
居
住
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
は

二
五
万
人
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
は
約
六
万
人
が
生
活
す
る
と
言
わ

れ
て
い
〉
3
〈

る
。
中
央
ア
ジ
ア
最
大
の
ウ
イ
グ
ル
人
人
口
を
有
す
る
の
は

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
、
こ
の
地
で
ウ
イ
グ
ル
人
が
増
加
し
た
最
大
原
因

は
、
一
九
六
二
年
に
発
生
し
た
「
伊
塔
事
件
」（
イ
リ
・
タ
ル
バ
ガ

タ
イ
事
件
）
で
あ
っ
た
。

　

伊
塔
事
件
と
は
、
ソ
連
の
駐
新
疆
イ
リ
領
事
館
が
、
ソ
連
領
域
内

で
の
出
生
証
明
書
や
ソ
連
在
住
親
族
か
ら
の
招
聘
書
、
ソ
連
国
民
証

が
あ
れ
ば
ソ
連
領
に
出
国
で
き
る
と
宣
伝
伝
達
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
一
九
六
二
年
、
と
く
に
四
月
か
ら
五
月
の
間
に
中
国
領
に
居
住

す
る
大
勢
の
人
々
が
、
ソ
連
側
に
越
境
し
て
い
っ
た
こ
と
を
さ
す
。

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
時
代
の
政
治
家
や
軍
関
係
者
、
労
働
者
や

農
民
、
知
識
人
も
芸
術
家
も
、
カ
ザ
フ
人
も
キ
ル
ギ
ス
人
も
ウ
ズ
ベ

ク
人
も
回
民
も
、
そ
し
て
当
時
の
政
権
の
政
治
幹
部
ま
で
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
人
が
ソ
連
側
に
越
境
移
住
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
越
境
が
起
こ
っ
た
背
景
と
し
て
、
三
つ
の
要
因
が
考
え

ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
か
ら
の
中
ソ
両
共
産
党
の
関
係
悪

化
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
が
毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
を
強
め
、
無
秩

序
経
済
政
策
「
大
躍
進
」
を
掲
げ
た
社
会
混
乱
期
に
、
ソ
連
は
米
ソ

協
調
路
線
を
執
り
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
展
開
し

て
い
た
。
中
国
共
産
党
は
一
九
六
一
年
一
〇
月
、
ソ
連
共
産
党
第
二

十
二
回
代
表
大
会
に
参
加
し
て
い
た
代
表
団
の
一
部
を
会
議
半
ば
に

帰
国
さ
せ
る
な
ど
、
政
治
路
線
の
違
い
か
ら
対
立
色
を
強
め
て
い
く
。

　

二
つ
め
は
、
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
〇
年
の
間
の
三
年
間
に
わ

た
る
大
躍
進
政
策
の
失
敗
で
あ
る
。
大
躍
進
政
策
は
、
国
家
経
済
の

失
速
の
み
な
ら
ず
各
地
に
深
刻
な
飢
饉
を
も
た
ら
し
、
新
疆
で
は
一

九
六
〇
年
三
月
ア
ク
ス
地
区
バ
イ
県
で
五
千
人
近
く
の
餓
死
者
を
、

自
治
区
全
体
で
は
七
千
人
あ
ま
り
の
餓
死
者
を
出
し
た
と
言
わ
れ
て

い
〉
4
〈

る
。
現
在
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
人
々
が
中
国
に
逃
れ

て
来
る
と
同
様
、
当
時
の
新
疆
人
民
に
と
っ
て
ソ
連
は
、
食
べ
て
い

け
て
生
活
に
希
望
が
持
て
る
場
所
と
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

三
つ
め
は
一
九
五
七
年
反
右
派
闘
争
に
代
表
さ
れ
る
階
級
闘
争
に

よ
る
人
心
の
疲
弊
と
、
中
華
人
民
共
和
国
新
疆
に
暮
ら
す
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
の
人
々
の
、
中
国
共
産
党
へ
の
懐
疑
と
不
信
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
イ
リ
、
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
地
区
を
中
心
に
約
六
万
人
の

人
々
が
出
国
し
、
そ
の
う
ち
越
境
者
数
は
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
県
（
現

チ
ョ
チ
ェ
ク
）
で
は
人
口
の
六
八
％
に
上
っ
〉
5
〈

た
。
ソ
連
か
ら
す
れ
ば

越
境
促
進
宣
伝
と
受
け
入
れ
は
、
労
働
力
不
足
解
消
と
中
国
へ
の
外

交
的
揺
さ
ぶ
り
、
中
国
領
域
内
の
自
国
民
救
済
と
い
う
複
数
要
因
が

あ
っ
た
。
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以
下
、
筆
者
が
数
度
に
わ
た
っ
て
中
央
ア
ジ
ア
を
訪
問
し
、
中
国

新
疆
か
ら
旧
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
へ
一
九
六
〇
年
代
に
移
民
も
し
く
は

政
治
亡
命
し
た
、
越
境
当
事
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
結
果
か

ら
、
特
徴
的
な
事
例
を
数
点
取
り
上
げ
て
、
そ
の
語
り
を
紹
介
す
る
。

㈠
　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
定
住
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
と 

一
九
六
〇
、七
〇
年
代
の
民
族
運
動

　

伊
塔
事
件
発
生
時
、
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
移
民
は
、
新
疆
コ
ロ
ガ
ス

か
ら
出
国
し
て
ソ
連
の
ジ
ャ
ル
ケ
ン
ト
に
抜
け
る
方
法
が
一
般
的

で
、
旧
ソ
連
邦
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
新
疆
か
ら
の
越
境
者
の
通
り
道
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
通
路
も
一
九
六
三
年
に
は
両
国
対
立
に
起

因
し
て
閉
鎖
さ
れ
る
。
現
在
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
人
口
の
一
％
あ
ま
り
が

ウ
イ
グ
ル
人
で
、
中
国
と
国
境
を
接
す
る
地
域
（
ア
ル
マ
ト
イ
や

ジ
ャ
ル
ケ
ン
ト
）
に
特
に
集
住
し
て
い
る
。

　

中
ソ
対
立
の
時
代
、
ソ
連
諜
報
機
関
Ｋ
Ｇ
Ｂ
は
、
中
国
か
ら
越
境

し
て
き
た
人
々
か
ら
新
疆
事
情
を
聴
取
し
、
中
国
文
革
前
後
の
新
疆

情
勢
を
か
な
り
正
確
に
掴
ん
で
い
た
。
そ
し
て
ソ
連
は
、
中
国
を
脱

し
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
族
意
識
を
巧
み
に
利
用
し
、
彼
ら
を
対
中
宣

伝
工
作
に
利
用
し
た
。「（
ウ
イ
グ
ル
人
著
名
作
家
）
ズ
ィ
ヤ
・
サ
マ

デ
ィ
（Z

iya S

〉
6
〈

am
edi

）
を
始
め
と
す
る
“
国
家
分
裂
主
義
者
”
は
、

Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
」
と
中
国
の
中
央
ア
ジ
ア
研
究
者
李
琪

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
在
ソ
連
の
ウ
イ
グ
ル
人
も
ま
た
、
自
民
族
解

放
運
動
を
有
利
に
推
進
し
よ
う
と
ソ
連
政
治
に
自
ら
接
近
し
、
進
ん

で
ソ
連
の
対
中
工
作
に
関
与
し
〉
7
〈
た
。

　

ア
ル
マ
ト
イ
在
住
の
ウ
イ
グ
ル
人
民
族
主
義
者
で
、
ソ
連
時
代
に

は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
紛
争
に
も
従
軍
し
た
元
軍
人
の
カ
ハ
ル
マ
ン
・

ホ
ジ
ャ
ム
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
（K

aharm
an H

ozham
berdi

）
に
よ
る
と
、

「
一
九
六
〇
、七
〇
年
代
は
、
ゲ
ニ
・
バ
ー
ト
ゥ
ル
（G

ani Batur

）

が
ウ
イ
グ
ル
民
族
運
動
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政

権
や
国
際
組
織
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
た
」
と
い
う
。
カ
ハ
ル
マ

ン
曰
く
、「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
民
族
主
義
者
た
ち
は
一

九
六
三
年
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
新
疆
で
の
民
族
自
決
や
独
立
を
ソ
連
は

支
持
し
て
ほ
し
い
と
の
旨
の
嘆
願
書
を
ソ
連
中
央
委
員
会
宛
に
送

り
、
一
九
六
八
年
に
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
世
界
共
産
党
・

労
働
党
会
議
に
ア
ピ
ー
ル
文
を
送
っ
た
が
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
は
ウ

イ
グ
ル
人
民
族
主
義
者
の
思
う
と
お
り
に
は
動
か
な
か
っ
た
。
こ
の

頃
ア
ル
マ
ト
イ
で
設
立
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
民
族
組
織
「
祖
国
解
放
委

員
会
」
は
、
刊
行
物
『
ウ
イ
グ
ル
ス
タ
ン
』
を
発
行
し
、
組
織
の
主

要
メ
ン
バ
ー
は
カ
ザ
フ
、
キ
ル
ギ
ス
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
モ
ス
ク

ワ
在
住
の
新
疆
出
身
者
で
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
時
代
の
政
治

委
員
だ
っ
た
ズ
ヌ
ン
・
タ
イ
イ
プ
（Z

unun Tayyip

）、
作
家
ズ
ィ

ヤ
・
サ
マ
デ
ィ
、
文
学
者
で
元
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
歴
史
博
物
館

館
長
ユ
ス
フ
ベ
ク
・
ム
フ
リ
ス
ィ
（Yusufbek M

ukhlisi

）、
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
軍
の
元
兵
士
ヤ
ス
ィ
ン
・
イ
ミ
ノ
フ
（Yasin 

Im
inov

）
と
ト
ゥ
ル
ス
ン
・
ダ
リ
ヤ
（Tursun D

ariya

）、
詩
人
ド
ル

ク
ン
・
ヤ
ス
ィ
ン
（D

urkun Yasin

）
等
で
あ
っ
た
。
同
組
織
は
ソ
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連
共
産
党
中
央
委
員
会
の
指
導
と
監
視
を
受
け
、
全
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・

ラ
ジ
オ
海
外
編
集
部
中
国
課
主
任
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ク
リ
コ

フ
が
深
く
関
与
し
て
い
た
」（
二
〇
一
〇
年
九
月
聞
き
取
り
実
施
）。

　

中
国
の
文
化
大
革
命
に
当
た
る
時
期
、
中
ソ
国
境
線
の
新
疆
コ
ロ

ガ
ス
と
接
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ジ
ャ
ル
ケ
ン
ト
に
は
、
ソ
連
の

対
中
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
ラ
ジ
オ
の
拡
声
器
が
設
置
さ
れ
、
中
国
共
産
党

を
批
判
し
、
い
か
に
ソ
連
が
豊
か
で
あ
る
か
を
宣
伝
す
る
ニ
ュ
ー
ス

が
ウ
イ
グ
ル
人
の
声
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
た
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
放
送

に
は
ウ
イ
グ
ル
人
を
使
い
な
が
ら
、
ウ
イ
グ
ル
人
が
希
求
し
た
「
独

立
運
動
へ
の
支
持
」
に
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
明
言
を
避
け
た
。
こ
の
ラ

ジ
オ
放
送
は
、
当
時
新
疆
の
国
境
線
に
暮
ら
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
人

か
ら
言
わ
せ
る
と
「
弊
害
も
多
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
放
送
を
真

に
受
け
て
、
す
で
に

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
国

境
越
え
を
決
行
し
、

中
国
人
民
解
放
軍
国

境
警
備
隊
に
射
殺
さ

れ
た
人
々
は
少
な
く

な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

カ
ハ
ル
マ
ン
に
よ

れ
ば
、
同
組
織
は
国

外
に
い
る
亡
命
ウ
イ

グ
ル
人
組
織
を
一
本
化
す
る
道
を
探
る
た
め
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
使

者
を
送
り
、
元
中
華
民
国
新
疆
省
政
府
高
官
で
あ
っ
た
エ
イ
サ
・
ユ

ス
プ
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
（E

isa Yusup A
lptekin

）
と
の
連
携
を
試

み
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
一
九
八
〇
年
に
は
前
述
の
ズ
ィ
ヤ
・
サ

マ
デ
ィ
や
エ
イ
サ
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

等
が
イ
ン
ド
で
会
議
を
開
き
、
中
国
に
ど
う
対
峙
し
て
い
く
か
話
し

合
い
も
し
た
。
だ
が
、
ソ
連
と
ト
ル
コ
が
決
し
て
良
好
な
外
交
関
係

を
有
し
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
、
エ
イ
サ
が
反
共
思
想
を
有
し
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ソ
連
と
ト
ル
コ
の
ウ
イ
グ
ル
人
団
体
を
一
つ
に

統
合
し
て
活
動
を
共
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
組

織
と
の
共
闘
も
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

以
下
、
ソ
連
時
代
の
対
中
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
を
直
接
的
に
知
る

ウ
イ
グ
ル
人
で
、
現
在
も
ア
ル
マ
ト
イ
在
住
の
リ
ザ
・
サ
マ
デ
ィ

（Liza Sam
edi

）
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
。

ソ
連
の
対
中
謀
略
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ウ
イ
グ
ル
人
リ
ザ
・
サ
マ

デ
ィ
の
口
述
（
二
〇
〇
九
年
九
月
、
於
リ
ザ
氏
自
宅
ア
パ
ー
ト
メ

ン
ト
、
ウ
イ
グ
ル
語
↓↑
漢
語
の
通
訳
付
で
対
話
）

　

私
は
一
九
三
八
年
に
グ
ル
ジ
ャ
で
生
ま
れ
。
一
九
五
九
年
ウ
ル
ム

チ
師
範
学
院
を
卒
業
し
て
か
ら
グ
ル
ジ
ャ
（
漢
語
で
イ
リ
）
第
二
中

学
校
に
教
員
と
し
て
赴
任
し
、
一
九
六
一
年
ま
で
働
い
て
同
年
に
出

国
し
た
。

　

私
の
父
は
著
名
な
作
家
で
民
族
主
義
者
の
ズ
ィ
ヤ
・
サ
マ
デ
ィ 
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で
、「
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
共
和
国
」
政
府
に
関

わ
り
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
で
は
文
化
庁
長

官
の
地
位
に
あ
り
な
が

ら
、
一
九
五
八
年
か
ら

始
ま
っ
た
百
家
争
鳴
で

意
見
を
求
め
ら
れ
て
中

国
政
府
を
批
判
し
、
そ

の
結
果
、
全
て
の
役
職

を
解
か
れ
コ
ル
ラ
に
下

放
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年
グ
ル
ジ
ャ
に
帰
っ
た
が
、
政
府
の
要
職
に

は
戻
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
父
の
事
情
も
あ
っ
て
私
は
党
か
ら

目
を
付
け
ら
れ
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
強
制
労
働
に
か
り
出
さ
れ
る
な
ど

嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
た
か
ら
、
見
か
ね
た
友
人
が
「
こ
の
ま
ま
だ

と
い
ず
れ
殺
さ
れ
る
。
ソ
連
へ
出
国
し
な
さ
い
」
と
忠
告
し
て
く
れ

た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
作
家
た
ち
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
私
た
ち

は
ソ
連
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
で
き
た
。
い
ざ
出
国
と
い
う
時
、
父

は
「
先
に
行
き
な
さ
い
。
君
ら
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
言
っ

た
。
父
が
同
行
す
る
こ
と
で
、
何
か
問
題
が
起
こ
っ
て
全
員
が
越
境

で
き
な
く
な
る
こ
と
を
危
惧
し
た
の
だ
ろ
う
、
母
と
共
に
先
に
ア
ル

マ
ト
イ
に
向
か
い
、
父
も
後
で
合
流
し
た
。

　

こ
こ
に
来
て
最
初
の
一
年
間
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
居
住
区
ス
ル
タ
ン

コ
ル
ガ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
学
校
「
一
〇
一
学
校
」
で
言
語
文
学
教
員

と
し
て
働
い
た
。

　

一
九
六
三
年
に
ラ
ジ
オ
局
員
を
募
集
し
て
い
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
行
き
、
マ
イ
ク
試
験
を
受
け
て
合
格
し
、
タ

シ
ュ
ケ
ン
ト
ラ
ジ
オ
に
就
職
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
資
金
が
来
る
国

営
放
送
の
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
ラ
ジ
オ
は
一
九
六
二
年
頃
の
設
立
で
、
私

が
赴
任
し
た
年
に
ウ
イ
グ
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
七
人
の
局
員
が
い

て
、
私
を
入
れ
て
八
人
体
制
に
な
っ
た
。
英
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
、
ウ

ル
ド
ゥ
ー
語
な
ど
の
セ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
語
放
送
は

一
日
一
時
間
で
、
毎
日
三
〇
分
間
の
放
送
を
二
回
、
繰
り
返
し
放
送

し
、
番
組
内
容
は
ロ
シ
ア
の
タ
ス
通
信
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ

た
が
、
メ
イ
ン
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
住
む
ウ
イ
グ
ル
人
の
生
活
に

根
ざ
し
た
諸
情
報
だ
っ
た
。
中
国
で
発
生
し
た
事
件
も
比
較
的
報
道

し
て
い
た
。

　

一
九
六
六
年
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ
ト
イ
に
戻
っ
て
、
ア
ル
マ

ト
イ
ラ
ジ
オ
の
ウ
イ
グ
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
勤

務
し
た
。
ア
ル
マ
ト
イ
ラ
ジ
オ
は
一
九
五
九
年
頃
に
設
立
さ
れ
、
当

時
は
ド
イ
ツ
語
、
韓
国
語
、
ウ
イ
グ
ル
語
な
ど
の
番
組
が
あ
り
、
ウ

イ
グ
ル
セ
ク
シ
ョ
ン
は
六
人
体
制
だ
っ
た
。
番
組
内
容
は
基
本
的

に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
住
む
ウ
イ
グ
ル
人
の
生
活
に
密
着
す
る
話

だ
っ
た
。

　

そ
の
頃
中
ソ
関
係
は
悪
化
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
一
九
六
四
年
中 

国
が
核
実
験
を
成
功
さ
せ
る
と
、
ソ
連
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
一
九
六 
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八
年
か
ら
対
中
謀
略
ラ
ジ
オ
放
送
局
「
救
国
ラ
ジ
オ
」（W

etenni 
Q

utuldurush R
adiosi

）
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
、
ウ
イ
グ
ル
人

な
ど
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
出
身
者
を
選
抜
し
、
配
置
し
た
。
私
は

そ
れ
に
選
ば
れ
、
一
九
六
九
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
モ
ス
ク
ワ
で

暮
ら
し
た
。
漢
語
、
ウ
イ
グ
ル
語
、
カ
ザ
フ
語
の
番
組
が
あ
り
、
漢

語
組
が
一
番
多
く
七
人
位
、
ウ
イ
グ
ル
組
は
四
人
で
、
カ
ザ
フ
組
は

二
人
だ
っ
た
。

　

放
送
記
事
は
週
に
二
回
、
専
門
の
審
査
員
が
事
前
審
査
す
る
。
ソ

連
当
局
や
Ｋ
Ｇ
Ｂ
か
ら
「
発
表
し
て
よ
い
資
料
」
が
届
け
ら
れ
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
中
国
の
政
策
や
情
況
を
批
判
す
る
記
事
を
書
い
て
ロ

シ
ア
語
訳
し
、
ロ
シ
ア
人
の
審
査
を
経
て
報
道
し
た
。
審
査
員
は

我
々
が
審
査
後
の
記
事
と
違
う
内
容
を
流
す
こ
と
を
警
戒
し
て
い

た
。
新
疆
情
報
は
、
主
に
新
し
く
ア
ル
マ
ト
イ
に
逃
げ
て
来
た
人
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
得
て
い
た
。
ア
ル
マ
ト
イ
以
外
で
も
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
行
っ
て
い
た
。
多
く
の
人
が
中
国
領
か
ら
逃
げ
て
き
た

が
、
一
部
は
ソ
連
当
局
に
逮
捕
拘
束
さ
れ
、
長
い
間
、
取
り
調
べ
を

受
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
審
査
結
果
か
ら
も
重
要
な
情
報

が
提
供
さ
れ
た
。

　

中
ソ
国
境
ジ
ャ
ル
ケ
ン
ト
の
果
樹
園
の
中
に
発
信
タ
ワ
ー
を
設

け
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
向
け
て
ラ
ジ
オ
放
送
し
た
。
毎
日
放

送
す
る
内
容
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
飛
行
機
で
モ
ス
ク
ワ
か
ら
ジ
ャ

ル
ケ
ン
ト
に
運
ん
だ
。
当
時
の
中
国
は
文
化
大
革
命
期
で
貧
し
く
、

ジ
ャ
ミ
ン
グ
（
妨
害
電
波
発
信
）
を
す
る
施
設
も
設
置
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
け
っ
こ
う
綺
麗
に
聞
こ
え
た
ら
し
い
。
地
下
室
で
さ
え
音

を
キ
ャ
ッ
チ
で
き
た
と
の
証
言
も
あ
っ
た
。
救
国
ラ
ジ
オ
は
喩
え
れ

ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
・
フ
リ
ー
・
ア
ジ
ア
の
ソ
連
版
み
た
い
な

も
の
だ
。
ウ
イ
グ
ル
人
が
中
国
に
対
し
て
言
え
な
か
っ
た
こ
と
を
放

送
し
た
の
だ
か
ら
、
救
国
ラ
ジ
オ
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
私

は
思
っ
て
い
る
。

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
ソ
連
共
産
党
書
記
長
と
な
っ
た
翌
年
の
一
九
八

六
年
、
極
東
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
中
国
と
の
関
係
改
善
を
呼
び
か
け

る
演
説
を
行
い
、
両
国
関
係
が
大
き
く
変
化
し
た
。
私
は
そ
の
年
に

救
国
ラ
ジ
オ
局
を
辞
め
、
ア
ル
マ
ト
イ
へ
戻
っ
た
。

　

ア
ル
マ
ト
イ
の
ラ
ジ
オ
局
に
戻
る
と
、
ウ
イ
グ
ル
語
セ
ク
シ
ョ
ン

の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
毎
日
一
時
間
の
放
送
枠
を
、
後
に
二
時
間
に

延
長
さ
せ
た
。
し
か
し
、
ソ
連
が
崩
壊
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
独
立

す
る
と
経
済
状
況
が
悪
化
し
、
多
く
の
局
員
が
解
職
さ
れ
、
最
終
的

に
私
だ
け
残
っ
た
。
優
秀
な
局
員
は
沢
山
い
た
の
に
申
し
訳
な
い
気

分
だ
っ
た
。
定
年
に
な
っ
て
も
残
留
を
進
め
ら
れ
た
が
、「
私
の
退

職
金
の
半
分
で
一
人
を
雇
う
」
と
の
条
件
を
提
示
し
、
新
た
な
ウ
イ

グ
ル
語
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
グ
リ
・
ジ
ャ
マ
ル
（G

uli Z
ham

al

）
に

来
て
も
ら
っ
て
引
退
し
た
。
現
在
で
は
一
週
間
に
二
〇
分
し
か
ウ
イ

グ
ル
語
放
送
枠
は
な
い
。
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㈡
　
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
カ
ラ
コ
ル
の 

ド
ゥ
ン
ガ
ン
（
東
干
）
と
ウ
イ
グ
ル
人

　

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
ウ
イ
グ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
拙
稿
「
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
ウ
イ
グ
ル
人
」
で
詳
細
に
述
べ

た
と
お
り
、
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
及
び
そ
の
周
辺
は
、
一
九
五
〇
、六

〇
年
代
に
新
疆
か
ら
越
境
し
て
き
た
ウ
イ
グ
ル
人
が
ソ
連
政
府
に
仕

事
と
住
居
を
割
り
振
ら
れ
て
定
住
し
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
定
住
者
が
著
名
人
や
活
動
家
が
多
い
の
に
比
べ

て
、
キ
ル
ギ
ス
定
住
者
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
が
中
心
で
あ
る
の
が
特
徴

で
あ
っ
た
。
現
在
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
、
民
族
組

織
「
イ
ッ
テ
ィ
パ
ク
」
と
同
組
織
が
刊
行
す
る
新
聞
『
イ
ッ
テ
ィ
パ

ク
』
に
よ
っ
て
緩
や
か
に
繋
が
っ
て
い
る
。
新
聞
が
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
情
報
伝
達
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
首
都
に
暮
ら
す
ウ
イ
グ
ル
人
は
同
族
間
で
伴

侶
を
さ
が
す
こ
と
が
多
く
、
ウ
イ
グ
ル
人
だ
け
で
密
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
り
、
他
民
族
と
の
交
流
が
比
較
的
少
な
い
。
他
方
、
同
国

各
地
方
ウ
イ
グ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
清
末
移

民
で
占
め
ら
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
後
の
移
民
は
少
な
い
。

ソ
連
時
代
の
教
育
を
一
律
に
受
け
た
人
々
は
、「
自
分
た
ち
は
ソ
連

人
で
あ
る
」
と
の
意
識
を
教
え
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
他
民
族
と
通

婚
す
る
事
例
も
極
め
て
多
く
、
濃
密
な
ウ
イ
グ
ル
人
同
士
の
人
間
関

係
を
有
し
て
い
る
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
と
は
異
な
る
。
こ
こ
で
は
同
国

東
部
の
カ
ラ
コ
ル
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
取
り
上
げ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
九
月
、
筆
者
は
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
ウ
ス
ク
・
キ
ョ
ル

州
の
州
都
カ
ラ
コ
ル
を
訪
ね
た
。
カ
ラ
コ
ル
は
一
八
六
九
年
に
帝
政

ロ
シ
ア
が
砦
を
築
き
、
そ
れ
か
ら
ロ
シ
ア
人
が
入
植
し
て
地
域
最
大

の
町
と
な
り
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
は
ロ
シ
ア
人
探

検
家
に
ち
な
ん
で
プ
ル
ジ
ェ
バ
リ
ス
ク
と
呼
ば
れ
た
。
清
朝
末
期
の

イ
ス
ラ
ム
教
徒
弾
圧
を
逃
れ
て
や
っ
て
き
た
ド
ゥ
ン
ガ
ン
（
現
代
中

国
の
回
族
に
相
当
）
や
ウ
イ
グ
ル
人
が
こ
の
地
に
定
住
し
、
遊
牧
を

糧
と
し
た
キ
ル
ギ
ス
人
も
ソ
連
時
代
に
定
住
し
始
め
、
現
在
で
は
天

山
登
山
客
を
迎
え
入
れ
る
観
光
地
で
も
あ
り
、
地
方
の
小
さ
な
町
な

が
ら
多
民
族
が
共
に
暮
ら
す
国
際
色
豊
か
な
町
と
な
っ
て
い
る
。

　

筆
者
が
カ
ラ
コ
ル
を
訪
問
し
た
の
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
断
食
明
け
の

祭
「
ロ
ー
ズ
節
」
に
あ
た
り
、
小
さ
な
町
の
一
角
に
あ
る
通
称

「
ド
ゥ
ン
ガ
ン
モ
ス
ク
」（
正
式
名
称
は
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
ハ
ジ
記
念
中
央

ミ
ジ
ッ
テ
ィ
）
に
は
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
ム
ス
リ
ム
の
男
た
ち
が
大

勢
礼
拝
に
訪
れ
て
い
た
。
清
末
に
弾
圧
を
逃
れ
て
移
住
し
た
ド
ゥ
ン

ガ
ン
が
出
資
し
て
一
九
〇
七
年
か
ら
建
設
し
一
九
一
九
年
に
完
成
し

た
モ
ス
ク
で
、
柱
に
は
桃
果
の
彫
刻
や
華
や
か
な
色
づ
か
い
が
施
さ

れ
た
中
国
風
の
し
つ
ら
え
が
美
し
い
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア
ル
マ
ト

イ
や
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
で
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
が

建
設
し
た
モ
ス
ク
に
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
、
ド
ゥ
ン
ガ
ン
の
建
設
し
た

モ
ス
ク
に
は
ド
ゥ
ン
ガ
ン
の
宗
教
指
導
者
が
い
て
、
主
に
そ
の
地
域

に
居
住
す
る
者
が
民
族
ご
と
に
集
ま
る
、
と
い
う
「
棲
み
分
け
」
が
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な
さ
れ
て
い
た
が
、
カ
ラ
コ
ル
は
そ
う
で
は
な
く
、
多
様
な
民
族
が

一
堂
に
会
し
て
い
た
。
ド
ゥ
ン
ガ
ン
モ
ス
ク
か
ら
目
と
鼻
の
先
の
距

離
に
は
、
一
八
九
五
年
建
設
の
ロ
シ
ア
正
教
「
至
聖
三
者
聖
堂
」
も

あ
る
。

　

ド
ゥ
ン
ガ
ン
モ
ス
ク
で
受
付
を
し
て
い
た
の
は
カ
ラ
コ
ル
生
ま
れ

の
ウ
イ
グ
ル
人
パ
ル
ハ
ッ
ト
（Parhat

、
苗
字
非
公
開
）
で
、
一
九

五
七
年
に
父
が
イ
リ
か
ら
こ
の
地
に
移
民
し
た
と
い
う
。
パ
ル
ハ
ッ

ト
は
「
一
九
六
二
年
に
新
疆
か
ら
移
民
し
た
回
民
の
ヤ
フ
ブ
・
イ
ス

マ
イ
ロ
フ
老
人
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
民
族
軍
に
志
願
し

た
人
物
で
、
漢
語
が
流
暢
だ
」
と
、
車
で
カ
ラ
コ
ル
の
町
外
れ
に
あ

る
ヤ
フ
ブ
家
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
ヤ
フ
ブ
家
で
は
曾
孫
が
一
歳
に

な
っ
た
お
祝
い
と
ロ
ー
ズ
節
を
兼
ね
て
、
沢
山
の
客
人
が
集
ま
り
、

宴
会
の
最
中
だ
っ
た
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
を
見
る
と
親
族
の

ド
ゥ
ン
ガ
ン
、
ウ
イ
グ
ル
人
数
名
、
ヤ
フ
ブ
同
様
に
民
族
軍
に
従
軍

し
た
経
験
を
持
つ
新
疆
出
身
の
キ
ル
ギ
ス
人
（
正
確
に
は
キ
ル
ギ
ス

人
と
ウ
イ
グ
ル
人
の
「
混
血
」）
な
ど
、
こ
の
町
と
同
様
に
多
民
族

が
集
っ
て
い
た
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ア
ル
マ
ト
イ
で
の
調
査
で
は
、
長
く
政
治
運
動

に
明
け
暮
れ
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
間
で
人
間
関
係
が
疲
弊
し
て
見
え
た

が
、
こ
の
田
舎
町
に
は
そ
の
よ
う
な
風
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ド
ゥ
ン
ガ
ン（
東
干
）、ヤ
フ
ブ
・
イ
ス
マ
イ
ロ
フ
・
馬
の
口
述
記
録
　

（
二
〇
一
〇
年
九
月
、
於
ヤ
フ
ブ
氏
自
宅
、
漢
語
普
通
話
で
直
接

対
話
）

　

私
は
一
九
二
九
年
グ
ル
ジ
ャ
（
現
イ
リ
）
生
ま
れ
で
、
八
一
歳

だ
。
私
の
父
カ
ー
デ
ィ
ル
は
清
末
に
カ
ラ
コ
ル
に
移
住
し
た
回
民

で
、
一
九
二
〇
年
代
に
グ
ル
ジ
ャ
で
農
産
物
の
商
い
を
始
め
、
そ
の

後
に
再
び
グ
ル
ジ
ャ
に
移
り
住
み
、
生
活
し
て
い
た
。
清
末
の
頃
、

一
族
は
「
馬
」
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
ロ
シ
ア
風
に
姓
を

変
え
、
馬
姓
は
名
乗
っ
て
い
な
い
。
六
人
の
兄
弟
姉
妹
│
│
兄
・

姉
・
私
・
弟
二
人
・
妹
│
│
は
グ
ル
ジ
ャ
で
生
ま
れ
、
私
以
外
は
イ

リ
や
ウ
ル
ム
チ
に
今
も
暮
ら
し
て
い
る
。

　

私
は
グ
ル
ジ
ャ
の
タ
タ
ー
ル
人
学
校
で
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四

四
年
ま
で
学
ん
だ
の

で
、
変
形
ア
ラ
ビ
ア

文
字
綴
り
の
テ
ュ
ル

ク
語
系
言
語
の
読
み

書
き
が
で
き
る
。
こ

の
学
校
に
は
回
民
の

生
徒
は
少
な
く
他
民

族
の
子
供
た
ち
ば
か

り
だ
っ
た
の
に
両
親

が
私
を
通
わ
せ
た
の

は
、
タ
タ
ー
ル
人
学
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校
は
レ
ベ
ル
が
高
く
開
明
的

だ
と
当
時
各
地
で
評
判
だ
っ

た
か
ら
だ
。
ロ
シ
ア
語
は
自

学
で
習
得
し
た
。
漢
語
は
日

常
、
家
庭
で
使
っ
て
い
た
の

で
話
せ
る
け
れ
ど
、
読
み
書

き
は
で
き
な
い
。
子
供
の
頃

は
漢
語
の
簡
単
な
読
み
書
き

が
で
き
た
が
、
使
わ
な
い
の

で
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ

た
。

　

一
九
四
四
年
か
ら
は
政
治

的
混
乱
か
ら
、
と
て
も
勉
強

を
続
け
ら
れ
る
環
境
で
は
な

く
な
り
、
一
九
四
七
年
東
ト

ル
キ
ス
タ
ン
共
和
国
民
族
軍
に
志
願
し
て
従
軍
し
た
。
新
疆
省
連
合

政
府
が
崩
壊
し
、
中
華
人
民
共
和
国
と
な
っ
て
か
ら
は
中
国
人
民
解

放
軍
の
兵
士
と
な
り
、
一
九
六
一
年
に
軍
を
離
職
す
る
ま
で
計
一
四

年
間
も
軍
人
と
し
て
働
い
た
。
元
民
族
軍
兵
士
代
表
と
し
て
北
京
に

行
っ
て
、
朱
徳
将
軍
と
会
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

私
は
一
八
歳
（
一
九
四
七
年
）
で
ソ
連
の
公
民
証
を
取
得
し
て
い

た
の
で
、
ソ
連
公
民
帰
国
運
動
が
始
ま
る
と
イ
リ
の
ソ
連
領
事
館
に

申
請
し
、
妻
と
五
人
の
子
供
た
ち
と
と
も
に
、
一
九
六
二
年
カ
ラ
コ

ル
に
移
住
し
た
。
現
在
、
私
に
は
一
八
人
の
孫
と
二
〇
人
の
曾
孫
が

い
る
。
前
妻
は
一
九
九
八
年
に
亡
く
な
り
、
今
の
妻
は
後
妻
だ
。
新

疆
に
は
一
九
八
五
年
以
降
五
回
ほ
ど
親
族
に
会
い
に
行
き
、
親
族
も

私
に
会
い
に
来
て
い
る
。
昨
年
姉
が
死
ん
だ
と
き
も
葬
式
に
ウ
ル
ム

チ
へ
行
っ
た
。

　

カ
ラ
コ
ル
に
は
一
九
五
八
年
や
一
九
六
二
年
に
新
疆
か
ら
移
民
し

て
き
た
ウ
イ
グ
ル
人
、
キ
ル
ギ
ス
人
、
カ
ザ
フ
人
、
ロ
シ
ア
人
が
い

て
、
今
で
も
彼
ら
と
往
来
が
あ
る
。
カ
ラ
コ
ル
の
テ
ィ
ニ
ス
タ
ノ
フ

大
学
で
漢
語
を
教
え
て
い
る
の
は
、
私
と
同
じ
く
一
九
六
二
年
に
こ

こ
に
来
た
新
疆
出
身
の
キ
ル
ギ
ス
人
で
、
年
齢
は
私
と
そ
う
変
わ
ら

な
い
。
彼
は
北
京
の
中
央
民
族
大
学
で
学
ん
だ
経
験
が
あ
り
、
私
よ

り
漢
語
普
通
話
が
で
き
る
。

　

現
在
、
カ
ラ
コ
ル
に
は
約
二
〇
〇
家
庭
の
ド
ゥ
ン
ガ
ン
が
暮
ら
し

て
い
る
。
清
末
に
弾
圧
か
ら
逃
れ
て
移
住
し
た
家
庭
が
ほ
と
ん
ど

で
、
そ
れ
以
降
に
や
っ
て
き
た
者
は
少
な
い
。
私
が
知
っ
て
い
る
限

り
、
一
九
五
八
年
前
後
に
こ
の
地
に
来
た
者
は
六
〜
七
家
庭
、
一
九

六
二
年
頃
に
来
た
の
は
三
家
庭
だ
。
カ
ラ
コ
ル
市
内
よ
り
周
辺
に
あ

る
村
に
ド
ゥ
ン
ガ
ン
は
多
く
暮
ら
し
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。
例

え
ば
五
〜
七
キ
ロ
離
れ
た
ア
ル
ド
ッ
ク
に
は
五
〇
〇
家
庭
く
ら
い
が

居
住
す
る
。
す
で
に
中
国
で
の
生
活
を
知
ら
な
い
世
代
が
住
民
の
多

く
を
占
め
、
そ
れ
ゆ
え
に
民
族
の
垣
根
を
超
え
て
ウ
イ
グ
ル
人
も

ド
ゥ
ン
ガ
ン
も
、
信
仰
を
同
じ
く
す
る
者
、
同
じ
歴
史
体
験
を
共
有

す
る
者
が
日
々
の
往
来
を
し
て
、
緩
や
か
な
繋
が
り
を
維
持
し
て
い
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る
。
そ
こ
が
カ
ラ
コ
ル
の
良
い
と
こ
ろ
だ
。

㈢
　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の 

ウ
イ
グ
ル
人
学
者
た
ち

　

ウ
ズ
ベ
ク
語
と
ウ
イ
グ
ル
語
は
極
め
て
近
い
言
語
で
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
に
移
住
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
は
、
あ
ま
り
抵
抗
な
く
ウ
ズ
ベ
ク

人
に
同
化
し
て
い
る
。
実
際
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
在
住
の
ウ
イ
グ
ル

人
の
多
く
が
、
民
族
登
録
を
「
ウ
ズ
ベ
ク
」
に
変
更
し
て
お
り
、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
あ
ま
り
自
分
を
「
ウ
イ
グ
ル
人
で

あ
る
」
と
主
張
し
な
い
傾
向
が
あ
る
。
他
方
、
カ
ザ
フ
語
と
キ
ル
ギ

ス
語
は
、
同
じ
テ
ュ
ル
ク
系
言
語
な
が
ら
ウ
イ
グ
ル
語
と
近
く
は
な

い
た
め
、
そ
れ
ら
の
国
に
住
む
ウ
イ
グ
ル
人
は
同
化
さ
れ
ず
、
居
住

地
も
生
活
の
便
宜
を
考
慮
し
て
比
較
的
集
住
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ

イ
グ
ル
人
が
幾
つ
か
の
地
域
に
集
住
し
て
い
る
ア
ル
マ
ト
イ
や
ビ

シ
ュ
ケ
ク
と
は
違
い
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
分
散
し

て
お
り
、
首
都
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
場
合
、
ウ
イ
グ
ル
人
が
辛
う
じ
て

集
住
し
て
い
る
地
域
は
、
市
中
心
部
か
ら
南
東
方
向
の
郊
外
ク
イ

ル
ッ
ク
（K

uiluk

）
や
ベ
ク
テ
ィ
ミ
ル
（Bektem

ir

）、
南
西
方
向
の

セ
ル
ゲ
リ
（Sergeli

）
の
三
カ
所
と
い
う
比
較
的
狭
い
範
囲
内
だ
け

で
あ
る
。
市
中
心
部
に
も
昔
は
ウ
イ
グ
ル
人
集
住
地
は
あ
っ
た
が
、

一
九
六
六
年
の
大
地
震
で
建
物
が
倒
壊
し
再
開
発
対
象
と
な
り
、
住

人
は
郊
外
に
引
っ
越
し
た
と
い
う
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
が
ソ
連
か
ら
独
立
す
る
前
か
ら
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト

に
は
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
社
会
主
義
加
盟
共
和
国
ウ
イ
グ
ル
文
化
セ

ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
そ
の
組
織
は
現
在
は
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和

国
ウ
イ
グ
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
タ

シ
ュ
ケ
ン
ト
市
ベ
ク
テ
ィ
ミ
ル
に
も
独
立
後
に
作
ら
れ
た
「
ウ
イ
グ

ル
人
文
化
セ
ン
タ
ー
」
が
存
在
し
、
祝
日
や
民
族
記
念
日
に
皆
が
集

ま
っ
て
講
演
会
を
催
す
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。
こ
こ
に
は
一

五
〇
〇
人
ほ
ど
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
集
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
六
年
、
筆
者
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト

で
三
人
の
ウ
イ
グ
ル
人
学
者
を
訪
ね
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
一
九
六

一
年
か
ら
一
九
六
三
年
ま
で
の
間
に
新
疆
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
移
住

し
て
お
り
、
ソ
連
社
会
で
苦
学
し
て
学
者
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、

歴
史
学
教
授
ア
ブ
レ
ッ
ト
・
ホ
ジ
ャ
エ
フ（A

blet H
ozhaev

）氏〉
8
〈

の

証
言
を
紹
介
す
る
。

歴
史
学
教
授
ア
ブ
レ
ッ
ト
・
ホ
ジ
ャ
エ
フ
の
口
述
記
録 （
二
〇
〇
六
年

三
月
、 於
ア
ブ
レ
ッ
ト
教
授
研
究
室
、 漢
語
普
通
話
で
直
接
対
話
）

　

一
九
四
四
年
カ
シ
ュ
ガ
ル
地
区
コ
ナ
シ
ェ
ヒ
ル
（
疏
附
県
）
の
ベ

シ
ュ
ケ
リ
ム
生
ま
れ
だ
が
、
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
新

疆
イ
リ
に
住
み
、
イ
リ
か
ら
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
や
っ
て
来
た
の
で
、

も
う
イ
リ
出
身
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

カ
シ
ュ
ガ
ル
地
区
で
教
員
だ
っ
た
母
は
、
私
が
三
歳
の
時
に
亡
く

な
り
、幼
か
っ
た
私
は
父
方
の
祖
母
宅
に
預
け
ら
れ
た
。父
は
再
婚
し

た
け
れ
ど
、継
母
も
難
産
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
。
兄
弟
は
い
な
い
。
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一
九
五
四
年
か
ら
一

九
五
五
年
の
間
、
父
が

上
海
で
仕
事
を
し
て
い

た
た
め
私
も
上
海
で
暮

ら
し
、
そ
の
地
の
漢
人

の
小
学
校
で
一
年
間
学

ん
だ
。
父
の
仕
事
の
都

合
で
ウ
ル
ム
チ
に
引
っ

越
す
と
、
今
度
は
ウ
ル

ム
チ
の
漢
人
学
校
に
八

年
間
通
っ
た
。
だ
か
ら

私
は
ウ
イ
グ
ル
語
以
外

に
漢
語
が
で
き
る
。
ロ

シ
ア
語
と
ウ
ズ
ベ
ク
語
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
来
て
か
ら
習
得

し
た
。

　

一
九
六
一
年
、
一
七
歳
の
時
、
親
戚
と
一
緒
に
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に

来
た
。
当
時
、
多
く
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
ソ
連
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ

て
お
り
、
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
親
戚
一
同
を
ソ
連
に
呼
び
寄
せ
ら
れ

た
。
父
は
私
た
ち
の
越
境
か
ら
一
年
後
に
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
来
る
は

ず
だ
っ
た
が
、
不
運
な
こ
と
に
叶
わ
ず
、
私
が
こ
こ
に
来
て
四
年
後

に
イ
リ
で
亡
く
な
っ
た
。
父
が
死
ん
で
頼
れ
る
人
が
い
な
く
な
り
、

私
は
経
済
的
問
題
か
ら
苦
学
し
た
。

　

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
で
暮
ら
し
て
す
ぐ
分
か
っ
た
の
は
、
ソ
連
で
は
ロ

シ
ア
語
を
習
得
し
な
い
と
良
い
職
業
に
は
就
け
な
い
と
い
う
現
実

だ
っ
た
。
私
の
周
り
は
ウ
イ
グ
ル
人
や
ウ
ズ
ベ
ク
人
ば
か
り
で
、
互

い
に
ウ
イ
グ
ル
語
や
ウ
ズ
ベ
ク
語
で
話
を
す
る
か
ら
、
ロ
シ
ア
語
学

習
の
環
境
は
な
か
っ
た
。
父
の
友
人
に
事
情
を
話
す
と
、
そ
の
人
の

経
営
す
る
菓
子
工
場
で
雇
っ
て
く
れ
た
。
勤
工
倹
学
だ
。
タ
シ
ュ
ケ

ン
ト
を
離
れ
て
キ
ル
ギ
ス
の
タ
ラ
ス
区
に
あ
る
キ
ル
プ
カ
村
で
暮
ら

し
、
ロ
シ
ア
語
が
飛
び
交
う
職
場
で
働
い
た
。
そ
の
地
の
住
民
は
ロ

シ
ア
人
と
ド
イ
ツ
人
、
キ
ル
ギ
ス
人
で
皆
、
ロ
シ
ア
語
で
対
話
し
て

い
た
。

　

夜
間
学
校
に
も
一
年
間
通
っ
た
。
仕
事
が
終
っ
た
夜
六
時
か
ら
授

業
が
始
ま
る
。
日
曜
日
に
は
ロ
シ
ア
映
画
を
観
に
行
っ
た
。
映
画
の

中
の
ロ
シ
ア
語
は
訛
り
の
な
い
標
準
語
だ
っ
た
か
ら
、
言
葉
の
学
習

の
た
め
に
繰
り
返
し
観
た
。

　

私
は
子
供
の
頃
に
習
得
し
た
漢
語
を
生
か
せ
る
学
問
を
し
た
か
っ

た
。
こ
の
分
野
な
ら
ロ
シ
ア
人
に
負
け
な
い
自
信
が
あ
っ
た
。
漢
語

を
使
う
学
問
を
す
る
た
め
に
は
東
洋
言
語
学
部
に
入
学
す
べ
き
だ

が
、
中
国
国
籍
で
は
入
学
で
き
な
い
と
知
っ
た
。
理
系
分
野
な
ら
国

籍
問
わ
ず
入
学
で
き
た
が
、
文
系
学
問
に
は
制
約
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
ソ
連
に
移
住
し
て
二
年
後
に
完
全
に
中
国
国
籍
を
放
棄
し
、
さ
ら

に
二
年
後
ソ
連
国
籍
を
取
得
し
た
。
全
て
は
大
学
進
学
の
た
め
だ
っ

た
。
私
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
大
学
の
東
洋
言
語
学
部
東
洋
国
家
歴
史
専

攻
に
入
学
し
、
そ
こ
を
卒
業
し
た
。
東
洋
言
語
学
部
は
現
在
で
は
独

立
し
て
、
東
洋
言
語
学
院
と
な
っ
て
い
る
。
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大
学
を
出
る
と
徴
兵
を
受
け
て
二
カ
月
間
軍
隊
に
行
っ
た
。
大
学

院
進
学
を
希
望
す
る
旨
を
上
官
に
伝
え
た
ら
、
本
来
二
年
間
で
あ
る

は
ず
の
兵
役
を
、
そ
れ
以
降
は
免
除
し
て
く
れ
た
。
今
の
時
代
と
異

な
り
、
あ
の
時
代
の
ソ
連
で
は
学
者
、
専
門
家
は
尊
敬
さ
れ
、
給
料

は
国
家
の
共
産
党
幹
部
よ
り
高
か
っ
た
。
だ
か
ら
研
究
者
に
な
っ
て

生
活
を
立
て
た
い
と
切
に
願
い
、
一
年
間
働
い
て
生
活
費
を
作
り
、

今
度
は
モ
ス
ク
ワ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
東
洋
学
研
究
所
に
大
学
院
入

学
し
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七
三
年
ま
で
そ
こ
で
学
ん
で
清
代
を

研
究
し
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
や
ヤ
ク
ブ
・
ベ
ク
に
つ
い
て
の
論
文
を
書
い

た
。
卒
業
し
て
か
ら
の
数
年
間
は
同
大
学
研
究
室
に
勤
務
し
、
そ
の

後
は
国
か
ら
の
任
命
で
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
戻
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

社
会
主
義
加
盟
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
に
就
職

し
た
。

　

ソ
連
邦
崩
壊
後
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
外
務
省
政
治
課
所

属
の
戦
略
研
究
所
に
呼
ば
れ
、
一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で

勤
め
、
そ
の
間
の
一
九
九
六
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
は
在
北
京
大

使
館
の
文
化
交
流
事
業
担
当
大
使
と
し
て
赴
任
も
し
た
。

　

タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
で
は
ホ
ジ
ャ
エ
フ
教
授
以
外
に
も
、
二
人
の
ウ
イ

グ
ル
人
老
学
者
に
出
会
え
た
。
共
に
一
九
三
八
年
生
ま
れ
で
、
一
九

六
〇
年
代
に
中
央
ア
ジ
ア
へ
や
っ
て
き
た
人
た
ち
で
あ
る
。

　

ヤ
ク
プ
・
ア
ユ
ッ
プ
（Yakup A

yup

）
は
新
疆
師
範
学
院
を
卒
業

し
、
グ
ル
ジ
ャ
師
範
学
院
で
教
員
を
務
め
、
一
九
六
二
年
に
ソ
連
領

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
ア
ル
マ
ト
イ
に
逃
れ
た
。
一
九
六
五
年
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
に
移
住
し
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
大
学
に
入
り
直
し
て
五
年

間
学
び
、
そ
の
後
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
交
通
学
院
で
教
員
を
務
め
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
時
は
定
年
退
職
し
て
お
り
年
金
生
活
者
で
あ
っ
た
。「
中

国
共
産
党
が
新
疆
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
身
内
に
逮
捕
投
獄

者
が
な
い
家
庭
は
な
い
。
私
の
父
の
兄
は
反
革
命
罪
で
二
七
年
間
の

懲
役
が
言
い
渡
さ
れ
、
出
所
し
て
間
も
な
く
死
ん
だ
。
知
識
人
家
庭

で
は
多
く
が
中
国
共
産
党
政
権
に
不
安
を
抱
き
、
ソ
連
領
に
逃
亡
し

た
」。

　

イ
リ
ハ
ン
・
ト
フ
テ
ィ
（Ilihan Tokhti

）
は
中
国
共
産
党
政
権

下
に
な
っ
て
か
ら
新
疆
学
院
を
卒
業
し
、
そ
の
後
ソ
連
圏
へ
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
当
時
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
立
博
物
館
で
歴
史
学
者
と
し

て
働
い
て
い
た
。「
私
は
「
民
族
主
義
者
」「
資
本
家
」
と
の
レ
ッ
テ

ル
を
貼
ら
れ
、
五
年
間
ウ
ル
ム
チ
で
労
働
改
造
を
受
け
た
。
そ
れ
が

原
因
で
一
九
六
三
年
に
ア
ル
マ
ト
イ
に
逃
れ
た
」。

二
　
棄
民
か
移
民
か
─
─
ト
ル
コ
・
カ
イ
セ
リ「
ト
ル
キ

ス
タ
ー
ニ
村
」の
ウ
イ
グ
ル
人

　

一
九
六
二
年
「
伊
塔
事
件
」
前
後
に
、
新
疆
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ

多
く
の
人
々
が
越
境
し
て
行
っ
た
ケ
ー
ス
は
中
国
で
も
比
較
的
知
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
研
究
に
も
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
次
に
述
べ
る
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
越
境
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し
、
最
終
的
に
ト
ル
コ
で
定
住
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
集
団
に
つ
い
て

は
、
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

ト
ル
コ
の
中
部
、
カ
イ
セ
リ
市
の
中
心
部
か
ら
北
東
部
に
位
置
す

る
カ
イ
セ
リ
空
港
の
近
く
に
は
、
大
規
模
な
ウ
イ
グ
ル
人
定
住
者
集

落
「
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
村
」（
ウ
イ
グ
ル
人
集
落
）
が
存
在
す
る
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
、
最
初
に
ト
ル
コ
へ
大
規
模
な
ウ
イ
グ
ル

人
亡
命
者
が
や
っ
て
き
た
の
は
一
九
五
〇
年
代
初
頭
で
、
中
華
民
国

国
民
政
府
の
新
疆
省
官
僚
で
あ
っ
た
エ
イ
サ
・
ユ
ス
プ
・
ア
ル
プ
テ

キ
ン
や
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ミ
ン
・
ボ
グ
ラ
（M

uhanm
ed Im

in 
Bughra

）
ら
が
、
イ
ン
ド
を
経
て
ト
ル
コ
に
亡
命
し
た
。
こ
の
時
の

亡
命
者
は
首
都
ア
ン
カ
ラ
や
商
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
居
を
構
え
、

カ
イ
セ
リ
に
定
住
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
村
の

形
成
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
か
ら
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
経
て
ト
ル
コ
に
や
っ
て
き
た
約
三
五
〇
人
の
ウ
イ
グ
ル
人

が
、
ト
ル
コ
政
府
の
援
助
で
当
地
に
土
地
を
与
え
ら
れ
住
み
着
い
た

の
が
発
端
で
あ
る
。

　

カ
イ
セ
リ
に
は
一
九
六
〇
年
代
の
定
住
者
が
結
成
し
た
互
助
組
織

「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
文
化
と
扶
助
の
協
会
」
事
務
所
が
あ
り
、
新

規
亡
命
者
の
定
住
と
生
活
安
定
化
を
援
助
し
て
い
る
。
同
組
織
の
現

在
の
リ
ー
ダ
ー
は
セ
イ
ッ
ト
・
ト
ゥ
ム
テ
ュ
ル
ク（Seyit Tum

turk

）

で
あ
る
。
彼
の
父
は
一
九
六
一
年
、
新
疆
ヤ
ル
カ
ン
ド
か
ら
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
へ
出
国
し
、
そ
の
後
、
一
九
六
五
年
に
ト
ル
コ
に
亡
命
し

た
。
彼
は
そ
の
途
上
カ
ー
ブ
ル
で
生
を
受
け
た
と
い
う
。「
ア
ン
カ

ラ
に
到
着
し
た
時
の
私
は
、
ま
だ
一
歳
の
嬰
児
だ
っ
た
」。
セ
イ
ッ

ト
・
ト
ゥ
ム
テ
ュ
ル
ク
曰
く
、「
現
在
カ
イ
セ
リ
に
家
が
あ
り
定
住

し
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
は
約
一
二
〇
〇
人
で
、
う
ち
三
〇
〇
人
は
戸

籍
を
こ
の
地
に
置
い
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
は
地
方
に
出
稼
ぎ
に

行
っ
て
い
る
」。「
二
〇
〇
九
年
ウ
ル
ム
チ
事
件
発
生
後
、
ウ
イ
グ
ル

人
の
ト
ル
コ
へ
の
逃
亡
が
相
次
い
で
起
こ
り
、
二
〇
一
四
年
が
最
大

規
模
で
、
そ
の
年
だ
け
で
七
千
か
ら
八
千
人
の
ウ
イ
グ
ル
人
が
ト
ル

コ
に
逃
亡
し
て
き
た
。
カ
イ
セ
リ
で
は
亡
命
者
住
居
が
足
り
ず
、
市

が
取
り
壊
し
予
定
の
ア
パ
ー
ト
を
無
償
提
供
し
、
対
応
し
た
」。
カ

イ
セ
リ
は
、
ト
ル
コ
に
亡
命
し
て
き
た
ウ
イ
グ
ル
人
が
最
初
に
身
を

置
き
、
こ
の
国
に
「
慣
れ
る
」
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
下
、
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
村
の
最
初
の
定
住
者
と
な
っ
た
ウ
イ
グ

ル
人
、
セ
イ
ッ
ト
・
リ
ズ
ワ
ン
（Seyit R

izwan

）
の
口
述
を
記
す

前
に
、
彼
の
越
境
し
た
時
期
の
政
治
的
背
景
を
少
々
解
説
し
て
お
き

た
い
。

　

一
九
五
六
年
中
国
の
周
恩
来
首
相
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
歴
訪
し
、

帰
途
の
一
九
五
七
年
一
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
訪
れ
、
ザ
ー
ヒ
ル

国
王
や
ダ
ー
ウ
ー
ド
首
相
と
会
談
し
た
。
中
華
人
民
共
和
国
要
人
に

よ
る
最
初
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
訪
問
で
あ
っ
た
。
同
年
一
〇
月
ダ
ー

ウ
ー
ド
首
相
は
北
京
を
訪
問
し
毛
沢
東
と
会
談
。
一
九
六
〇
年
八
月

に
は
陳
毅
外
交
部
長
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ー
ブ
ル
で
「
中
国
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
友
好
相
互
不
可
侵
条
約
」
に
調
印
し
、
同
年
一
二
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月
そ
の
批
准
書
を
北
京
で
交
換
し
た
。

　

同
時
期
、
中
国
と
イ
ン
ド
は
チ
ベ
ッ
ト
を
巡
っ
て
関
係
が
悪
化

し
、
一
九
五
九
年
九
月
に
は
国
境
線
で
中
印
武
力
衝
突
が
起
き
、
一

九
六
二
年
一
一
月
に
は
大
規
模
衝
突
に
発
展
し
た
。
西
の
国
境
の
安

定
を
図
り
た
い
中
国
共
産
党
は
、
一
九
六
三
年
六
月
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
と
の
国
境
条
約
草
案
を
カ
ー
ブ
ル
で
作
成
、
一
一
月
に
は
北
京
で

「
中
国
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
境
条
約
」
に
調
印
し
、
一
九
六
四
年

一
〇
月
ザ
ー
ヒ
ル
国
王
が
劉
少
奇
国
家
主
席
の
招
き
で
北
京
を
訪

れ
、
友
好
ム
ー
ド
を
演
出
し
た
。
セ
イ
ッ
ト
・
リ
ズ
ワ
ン
さ
ん
等
が

参
加
し
た
「
新
疆
在
住
ウ
イ
グ
ル
人
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
在
住
親
族

訪
問
団
」
は
、
友
好
ム
ー
ド
を
演
出
し
た
い
両
国
の
思
惑
か
ら
結
成

さ
れ
た
。
そ
し
て
「
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ニ
村
」
へ
の
定
住
者
は
皆
、
こ

の
訪
問
団
参
加
者
で
あ
っ
た
。

セ
イ
ッ
ト
・
リ
ズ
ワ
ン
の
口
述
記
録
（
二
〇
一
五
年
と
二
〇
一
六
年

に
訪
問
。
於
セ
イ
ッ
ト
氏
自
宅
。
ウ
イ
グ
ル
語
↓↑
日
本
語
の
通
訳

付
で
対
話
、
一
部
ト
ル
コ
語
で
直
接
対
話
）

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
定
住
ウ
イ
グ
ル
人
を
親
族
に
持
つ
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
、
親
族
訪
問
を
許
可
す
る
と
の
内
容
が

一
九
五
八
年
頃
『
新
疆
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
私
の
父
は
そ
の
話

を
信
じ
て
、
北
京
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
使
館
に
「
親
族
訪
問
」
の

た
め
の
申
請
に
出
か
け
、
ペ
ル
シ
ャ
語
の
申
請
書
に
記
入
し
て
き

た
。
一
カ
月
後
、
記
載
し
た
親
戚
の
住
所
と
そ
の
人
物
が
実
在
だ
と

確
認
で
き
た
と
の
こ
と
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
使
館
は
許
可
証
を

送
っ
て
き
た
。
私
た
ち
は
親
族
一
六
名
で
申
請
し
、
出
国
前
に
一
人

が
死
亡
し
た
の
で
、
一
五
人
で
出
発
し
た
。

　

出
発
前
に
公
安
局
で
四
回
ほ
ど
、
出
国
す
る
家
族
の
代
表
者
が
呼

び
出
さ
れ
、
質
問
や
詮
索
を
受
け
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
訪
問
の
第

一
陣
は
五
月
頃
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
出
発
。
我
々
ヤ
ル
カ
ン
ド
か
ら
出

発
し
た
第
二
陣
は
六
月
初
頭
に
出
発
し
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
と
ス
バ
シ

（
ク
チ
ャ
）
で
一
泊
し
、
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
の
国
境
線
を
め
ざ
し

た
。
ト
ラ
ッ
ク
三
台
に
二
五
家
族
、
一
二
〇
名
く
ら
い
。
十
数
名
で

出
て
き
た
家
族
も
い
れ
ば
、
一
人
で
参
加
し
た
者
も
い
た
。
出
国
ま

で
二
人
の
漢
人
と
一
人
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
兵
士
が
付
き
添
っ
た
。
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タ
シ
ュ
ク
ル
ガ

ン
の
国
境
に
着
く

と
、
漢
語
で
書
か

れ
た
書
類
が
各
家

族
の
家
長
に
配
ら

れ
、
サ
イ
ン
を
求

め
ら
れ
た
。
誰
も

漢
語
を
解
さ
ず
、

「
こ
れ
は
一
体
ど

う
い
う
意
味
の
書

類
な
の
か
」
を
兵

士
に
問
う
と
、

「
無
事
出
国
し
た

と
い
う
意
味
の
文

書
だ
」
と
い
う
。

サ
イ
ン
を
す
る
と
、
公
安
か
ら
前
も
っ
て
渡
さ
れ
て
い
た
出
国
カ
ー

ド
も
没
収
さ
れ
た
。
中
国
側
が
発
行
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
は
何
も
な
く
、
そ
れ
ら
を
発
行
も
し
て
く
れ
ず
、
手
元

に
あ
る
の
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
招
聘
書
だ
け
だ
っ
た
。
い
っ
た
い

な
ぜ
そ
ん
な
不
可
解
な
措
置
を
し
た
の
か
、
い
ま
も
っ
て
全
く
理
解

で
き
な
い
。

　

昼
間
に
は
国
境
越
え
を
さ
せ
ず
、
野
営
を
し
て
夜
中
に
国
境
線
に

向
か
っ
て
出
発
し
た
。
小
さ
な
吊
橋
が
あ
り
、
夜
に
そ
れ
を
越
え
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
吊
橋
を
越
え
る
と
兵
士
た
ち
が
「
あ
っ
ち

の
方
向
に
行
け
。
そ
の
碑
を
越
え
た
ら
ア
フ
ガ
ン
だ
」
と
指
さ
し
た

先
に
は
、
英
語
、
ウ
イ
グ
ル
語
、
漢
語
で
書
か
れ
た
国
境
を
示
す
碑

が
建
っ
て
い
た
。
今
か
ら
思
え
ば
夜
間
の
出
発
は
、
帰
り
道
を
覚
え

さ
せ
な
い
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
領
に
入
っ
た
の
は
六
月
一
九
日
だ
っ
た
。

　

馬
や
ロ
バ
と
と
も
に
八
三
日
間
。
三
カ
月
近
く
も
歩
い
た
。
持
ち

物
は
敷
布
団
だ
け
で
掛
布
団
は
な
く
、
出
国
時
に
一
八
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
丸
い
小
さ
い
ナ
ン
が
大
人
に
は
一
人
五
〇
個
、
子
供
に
は
一
人

三
〇
個
が
配
ら
れ
た
。
三
カ
月
分
に
は
到
底
足
り
ず
、
一
行
か
ら
は

凍
死
や
栄
養
不
良
で
四
人
の
死
者
を
出
し
た
。
私
の
弟
や
、
マ
リ
ヤ

ム
・
ハ
ン
と
い
う
名
の
人
が
死
ん
だ
。
ロ
バ
に
食
べ
さ
せ
る
物
も
無

く
、
道
中
で
ば
た
ば
た
死
ん
だ
。
何
年
も
人
が
歩
い
て
い
な
い
古
い

山
道
で
、
獣
道
の
よ
う
だ
っ
た
。
き
っ
と
中
華
民
国
国
民
政
府
が
な

く
な
っ
て
か
ら
十
数
年
、
だ
れ
も
両
国
間
を
往
来
す
る
者
が
お
ら

ず
、
こ
の
よ
う
に
道
が
荒
れ
た
の
だ
ろ
う
。
一
人
し
か
通
れ
な
い
箇

所
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
ナ
ン
が
無
く
な
る
と
、
服
の
半
分
や
ボ
タ

ン
を
切
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
集
落
で
食
べ
物
と
交
換
し
て
も

ら
っ
た
。
中
国
公
安
局
か
ら
金
銀
の
類
い
を
持
っ
て
行
く
の
は
禁
止

さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
本
も
持
ち
出
し
厳
禁
だ
っ
た
。

　

ワ
ハ
ン
回
廊
を
ひ
た
す
ら
進
み
、
ア
フ
ガ
ン
軍
が
守
る
サ
ル
ハ
ー

ド
（Sarhad
）
と
い
う
関
所
に
着
く
と
ア
フ
ガ
ン
警
察
が
事
前
連
絡

を
受
け
て
い
た
よ
う
で
、
各
家
長
が
招
聘
書
な
ど
の
書
類
を
集
め
、
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そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
親
族
家
庭
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
私
た
ち
は

そ
の
後
、
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
へ
向
か
っ
た
。
道
中
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
の

キ
ル
ギ
ス
人
に
服
な
ど
を
与
え
て
雇
っ
て
道
案
内
を
し
て
も
ら
っ

た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
も
食
物
は
与
え
て
く
れ
ず
、
と
う
と
う

一
行
は
現
地
の
農
民
が
植
え
た
豆
を
盗
ん
で
食
べ
る
有
様
だ
っ
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
長
年
会
っ
て
い
な
か
っ
た
親
戚
の
家
に
、

ず
っ
と
居
座
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
苦
境
を
訴
え
る
私
た
ち
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
は
、「
こ
こ
に
住
む
の
は
か
ま
わ
な
い
が
、
政

治
的
な
活
動
は
し
な

い
よ
う
に
」
と
伝
え

て
き
た
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
は
生
活
を
立

て
る
に
は
想
像
以
上

に
貧
し
く
、
仕
事
を

探
す
の
も
容
易
で
は

な
く
、
様
々
な
民
族

が
い
て
民
族
関
係
も

中
国
同
様
、
と
て
も

難
し
い
国
だ
と
分

か
っ
て
き
た
。
こ
こ

で
や
っ
て
い
く
自
信

を
す
っ
か
り
な
く
し

て
、
数
年
経
つ
と
今

後
の
行
く
先
を
皆
が
本
気
で
探
し
始
め
た
。
誰
も
が
ワ
ハ
ン
回
廊
越

え
を
し
た
あ
の
旅
程
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
け
れ
ど
、「
こ
こ
に
い

る
よ
り
マ
シ
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
新
疆
に
早
く
戻
り
た
い
と
思
う

者
さ
え
い
た
。

　

出
国
時
、
私
た
ち
は
亡
命
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
少
な
く
と

も
そ
の
つ
も
り
だ
っ
た
。
出
国
の
際
に
は
、
中
国
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
友
好
関
係
の
た
め
に
と
鼓
舞
さ
れ
も
し
た
。
し
か
し
、
中
国
が

パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
給
し
な
か
っ
た
か
ら
、
誰
も
故
郷
に
戻
る
こ
と
は

叶
わ
ず
、
他
の
地
に
行
く
こ
と
さ
え
困
難
を
極
め
た
。
ま
さ
か
何
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
も
な
く
放
り
出
さ
れ
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
〉
9
〈
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
親
族
訪
問
し
た
人
々
の
う
ち
、
一
部
が
サ
ル

ハ
ー
ド
、
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
、
カ
ー
ブ
ル
な
ど
の
親
族
の
家
に
定
住
し

た
が
、
数
は
少
な
か
っ
た
。
私
の
父
が
代
表
と
し
て
カ
ー
ブ
ル
に

あ
っ
た
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
に
話
を
し

て
、
一
九
六
三
年
ト
ル
コ
大
使
館
に
繋
い
で
も
ら
っ
た
。
当
時
の
在

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ト
ル
コ
大
使
は
カ
ヤ
・
ト
プ
ル
（K

aya 
Topul

）
氏
で
、
彼
が
在
ト
ル
コ
の
ウ
イ
グ
ル
人
政
治
指
導
者
（
民

族
主
義
者
）、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ミ
ン
・
ボ
グ
ラ
や
エ
イ
サ
・
ユ
ス

プ
・
ア
ル
プ
テ
キ
ン
と
連
絡
を
と
っ
て
く
れ
た
。
人
道
的
移
民
の
手

続
き
に
は
最
低
一
年
は
か
か
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
我
々
は
ず
っ
と

知
ら
せ
を
待
ち
続
け
た
。
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
は
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
等
に
も
連
絡
し
、
旅
行
証
を
発
行
し
て
く
れ
て
、
一
九
六
五

年
一
〇
月
に
二
三
五
人
が
飛
行
機
三
機
で
ト
ル
コ
に
向
か
っ
た
。
搭
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乗
の
際
に
は
国

連
か
ら
担
当
官

が
同
行
し
た
。

あ
と
で
知
っ
た

こ
と
だ
が
、
一

九
六
七
年
頃
に

も
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
か
ら
ト
ル

コ
に
移
住
し
た

六
七
名
の
ウ
イ

グ
ル
人
が
い

た
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
親
族
訪

問
団
の
中
に
は

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
に
移
住
し
た
人
も
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
ト
ル
コ
に
行
っ
た
。
無

国
籍
状
態
だ
っ
た
私
た
ち
は
、
ト
ル
コ
で
国
籍
を
取
得
し
た
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
来
た
と
の
証
明
し
か
な
い
か
ら
、
原
籍
記
載
は
で

き
な
か
っ
た
。

さ
い
ご
に

　

本
稿
で
は
一
九
六
〇
年
代
初
頭
、文
化
大
革
命
が
始
ま
る
前
の
頃
、

旧
ソ
連
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
出
境
し
、
中
国
に
戻
ら
な
か
っ
た
ウ

イ
グ
ル
人
と
回
民
の
ケ
ー
ス
を
、
定
住
先
ご
と
に
象
徴
的
と
思
わ
れ

る
事
例
を
挙
げ
て
背
景
説
明
と
と
も
に
紹
介
し
た
。

　

調
査
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
た
め
本
稿
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
の
一
九
六
〇
年
代
に
は
も
う
一
つ
、
特
筆
す
べ
き
「
新
疆

人
」
の
出
境
事
例
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
中
ソ
関
係
悪
化
に
伴
う
新

疆
在
住
白
系
ロ
シ
ア
人
（
中
国
「
ロ
シ
ア
族
」）
の
香
港
脱
出
と
、

そ
の
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
て
定
住
し
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
革
命
で
中
華
民
国
に
逃
れ
、
さ
ら
に
中
華
人
民

共
和
国
建
国
後
に
香
港
を
経
由
し
、
自
由
主
義
諸
国
に
散
っ
て
い
っ

た
白
系
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
、
香
港
赤
十
字
社
が
受
け
入
れ
し
、
香
港

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
も
そ
れ
を
援
助
し
、
第
三
国
に
逃
れ
て
い
っ

た
。
現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
や
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
は
、
彼
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
別
途
ど
こ
か
で
言
及
し
た
い
。

注〈
1
〉 

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
は
、
古
く
か
ら
複
数
の
ウ
イ
グ
ル
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
、
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン

が
国
境
紛
争
を
続
け
て
い
る
カ
シ
ミ
ー
ル
の
よ
う
な
地
に
も
ウ
イ
グ

ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
存
在
し
、
一
九
六
六
年
に
当
地
を
訪
れ
た
鷲

見
東
観
は
、
そ
の
地
で
撮
影
し
た
ウ
イ
グ
ル
商
人
の
写
真
を
著
書
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『
カ
シ
ミ
ー
ル
の
歴
史
と
文
化
』
に
挿
入
し
、
次
の
よ
う
に
説
明
を

記
し
て
い
る
。「
中
共
、
イ
ン
ド
の
国
際
関
係
悪
化
以
来
、
カ
ラ
コ

ル
ム
山
脈
、
パ
ミ
ー
ル
嶺
を
越
え
る
古
代
か
ら
の
世
界
最
高
の
通
称

ル
ー
ト
は
途
絶
し
て
い
る
。
ス
リ
ナ
ガ
ル
第
九
橋
畔
「
ヤ
ー
ル
カ
ン

ド
・
セ
ラ
イ
」
は
中
央
ア
ジ
ア
出
身
者
の
居
住
区
で
あ
る
。
写
真
中

央
は
ホ
ー
タ
ン
か
ら
来
た
商
人
（
略
）」。
鷲
見
東
観
は
愛
知
教
育
大

学
教
授
で
イ
ン
ド
哲
学
が
専
門
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
の
地
を
調
査
し
た
イ
タ
リ
ア
人

大
学
院
生
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
リ
ッ
パ
が
言
及
し
て
い
た
。

〈
2
〉 

伊
塔
事
件
時
に
新
疆
か
ら
流
出
し
た
人
口
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

る
が
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
地
方
誌
編
纂
委
員
会
『
新
疆
通
誌
』

第
二
六
巻 

僑
務
誌
（
新
疆
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
二
一

頁
）
や
『
新
疆
通
誌
』
第
一
五
巻 

政
務
誌
・
政
府
（
新
疆
人
民
出

版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
六
五
四
頁
）
で
は
六
万
を
超
え
る
と
あ
り
、

こ
の
記
述
が
中
国
政
府
の
公
式
見
解
と
い
え
よ
う
。
こ
の
数
は
ウ
イ

グ
ル
人
の
み
な
ら
ず
、
カ
ザ
フ
、
キ
ル
ギ
ス
人
、
回
民
な
ど
を
含
め

た
数
で
あ
る
。

〈
3
〉 

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
、
総
人
口
の
一
・
四
％
で
約

二
五
万
六
千
人
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
、
総
人
口
の

一
・
一
％
で
約
六
万
三
千
人
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ウ
イ
グ
ル
人
口
は

不
明
で
、
一
七
万
人
と
い
う
説
か
ら
四
万
五
千
人
ほ
ど
と
の
説
ま
で

様
々
で
あ
る
。
カ
ザ
フ
や
キ
ル
ギ
ス
は
政
府
が
民
族
別
人
口
を
発
表

し
て
い
る
の
に
対
し
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
も
公
表
し
て
は
い
る
も
の

の
民
族
的
に
極
め
て
近
い
ウ
イ
グ
ル
人
自
身
が
民
族
登
録
を
「
ウ
ズ

ベ
ク
」
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ど
の
く
ら
い
の
数
が
「
ウ
イ

グ
ル
人
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
下
に
暮
ら
し
て
い
る
か
詳

細
は
分
か
ら
な
い
。http://worldpopulationreview.com

/countries/ 
kazakhstan-population/（
最
終
確
認
日
二
〇
一
八
年
一
月
一
五
日
）

〈
4
〉 

朱
培
民
『
二
〇
世
紀
新
疆
史
研
究
』（
二
九
三
頁
）
に
よ
る

と
、
バ
イ
県
以
外
に
も
「
ト
ク
ス
、
ク
チ
ャ
、
ア
ク
ス
な
ど
で
も
一

千
人
近
く
が
餓
死
し
、
新
疆
生
産
兵
団
の
労
働
改
造
所
囚
人
も
食
糧

難
で
一
千
人
近
く
が
餓
死
し
た
」
と
あ
る
。

〈
5
〉 

李
琪
『
中
亜
維
吾
人
』（
八
二
頁
）
に
よ
る
と
、
チ
ャ
ガ
ン
ト

カ
イ
県
で
も
総
人
口
の
五
〇
％
が
ソ
連
側
に
越
境
し
た
と
い
う
。

〈
6
〉 

ズ
ィ
ヤ
・
サ
マ
デ
ィ
は
一
九
一
四
年
新
疆
ヤ
ル
カ
ン
ド
生
ま

れ
、
二
〇
〇
〇
年
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
没
。
代
表
作
に
、
一
九
三
〇
年
代

を
描
い
た
全
四
巻
の
歴
史
小
説Yillar Siri  （『
年
月
の
秘
密
』 

第
一

巻 

一
九
六
七
年
、
第
二
巻 

一
九
七
一
年
、
第
三
巻
と
第
四
巻 

一

九
八
九
年
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ンYazghuchi

出
版
社
）、
一
九
四
〇
年

代
を
描
い
た
全
二
巻
の
歴
史
小
説Exm

et Ependi  （『
ア
フ
メ
ッ
ト
先

生
』
一
九
九
五
年
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ンYazghuchi

出
版
社
）
が
あ
る
。

〈
7
〉 

李
琪
、
前
掲
書
、
八
三
頁
。

〈
8
〉 

ア
ブ
レ
ッ
ト
・
ホ
ジ
ャ
エ
フ
（А

блат Х
одж

аев

）
教
授
は
一
九

四
二
年
生
ま
れ
。
著
作
に
はЦ

инская империя, Дж
унгария и 

Вост
очны

й Туркест
ан (Колон …

 цин полит
ика. К

ит
ая во 

вт
орой половине XIX в.) (Н

аука, 1979 ) 

な
ど
が
あ
る
。

〈
9
〉 

セ
イ
ッ
ト
・
リ
ズ
ワ
ン
氏
の
主
張
す
る
と
お
り
、
い
く
ら
大
躍

進
政
策
と
い
う
政
治
混
乱
期
と
は
い
え
、
な
ぜ
中
国
が
自
国
民
を
パ

ス
ポ
ー
ト
も
な
く
国
外
に
出
国
さ
せ
た
の
か
法
的
説
明
が
つ
か
な
い

の
だ
が
、
こ
の
「
棄
民
事
件
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
政
府
が
公
文
書
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を
公
開
し
な
い
限
り
、
そ
の
理
由
は
解
明
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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終
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認
二
〇
一
七
年
九
月
一
一
日
）

〔
付
記
〕　

ウ
イ
グ
ル
人
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
ト
ル
コ
や
中
央
ア
ジ
ア

各
国
、
新
疆
な
ど
居
住
地
に
よ
っ
て
綴
り
や
表
現
が
異
な
り
、
こ
こ

で
は
調
査
地
の
音
に
依
拠
し
た
。
し
た
が
っ
て
「
ユ
ス
フ
ベ
ク
」
や

「
ユ
ス
プ
」
な
ど
発
音
や
綴
り
の
「
揺
れ
」
が
生
じ
て
い
る
。


